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果、これらの基質が、汎用されている MCA 基質である iBoc-VPR-MCA に匹敵する性能を
持つことが分かった。また、キモトリプシンに対しても同様の実験を行い、これに成功し

























学 位 論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
 
 本論文に関し、論文審査委員から Peptide-MCA の活性検出能力との違いの理由や、ピレ
ンを有する基質においてエキシマー蛍光が弱い理由についてなど多くの質問がなされたが、
いずれも著者から明確あるいは合理的な回答が得られた。 
 また、公聴会においても、ピレンのエキシマー発光が分子間ではなく分子内で形成され
ている根拠、プロテアーゼ活性を検出する意義についてなど種々の質問がなされたが、い
ずれも著者の説明によって質問者および出席者の理解が得られた。 
 
 以上により、論文審査及び最終試験の結果に基づき、審査委員会において慎重に審査し
た結果、本論文が博士（工学）の学位に十分値するものであると判断した。 
